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おいでおいでみんなで一緒に遊ぼうよ平成 23 年度
児童福祉週間標語

　5月 5日から始まる「児童福祉週間」を
ひかえて、こいのぼりをあげる集い「こい
のぼりがいっぱい〜みんなでゲンキに！」
が、4月 17日に〔こどもの城〕ピロティ
で行われました。実施主体は、厚生労働省、
㈶こども未来財団、〔こどもの城〕。協力は、
日本鯉のぼり協会、㈶児童健全育成推進財
団、全国地域活動連絡協議会、みらい子育
てネット東京。
　集いには、厚生労働省の小宮山副大臣、
横綱・白鵬関が出席。招待された、都内で

　〈あそび〉は、仲間さえいれば、いつでもどこでもできます。小学校
高学年ぐらいの子どもたちは、ちょっとした時間を利用して「ゆびスマ」
をしています。グーにした両手を前にだして、合図にあわせて立てた親

　ウ〜ン、と背のびをするとすっきりした気分になります。『こどもの
城ニュース』（2011 年 1 月 1 日号：第 225 号）で紹介したように、た

　千年に一度といわれる大災害——直接被災された人々はもとより、多
くの人の心にもなにかしらの “不安 ”をもたらしました。大人の “不安 ”
“ きんちょう ”“ 落ち着きのなさ ” などは、自然に子どもたちに伝わり、
子どもたちの〈元気〉もしぼんでいきます。
　子どもたちが〈元気〉になって、その〈元気〉を大人がもらうために
は、子どもたちの〈元気〉をとりもどすことが大切です。そこには、大
人の力が必要です。子どもたちの〈元気〉を引き出すのです。
　空想の世界で遊んだり、人とふれあったり、自分の力を試したり、自
分の好きなことをしたり——〈あそび〉のなかから〈元気〉が生まれて
きます。楽しそうな笑顔、夢中になって口をとんがらせている顔、なに
かをなしとげて満足そうな顔、くやしそうな顔——子どもたちの豊か
な表情が、みんなの〈元気〉につながります。

　子どもたちを〈元気〉にする〈あそび〉は、いつでもどこでも作り出
すことができます。新聞紙、タオル、ロープなど、身近にあるものを使

　ゲーム機などの遊びの道具が少なかったころは、どうやって遊んで
いたのでしょう？　おじいちゃんおばあちゃんの世代の人に聞くと、
「せっせっせ」「ちゃちゃつぼちゃつぼ」「はないちもんめ」「かごめか
ごめ」などの遊びを教えてもらえるかもしれません。室内で遊べるも
のもあれば、外で遊ぶものもあります。
　共通するのは、歌を歌いながら遊ぶということと、特別な遊びの道
具を使わないこと。〈あそび〉と歌（音楽）が結びついていました。今
の音楽にくらべると、ゆったりとしていますが、歩いたりする体の動
きに適したテンポです。
　ボールがあれば、いろいろなてまり歌も教えてもらえると思います。
「あんたがたどこさ」は、「さ」のところでゴムまりをまたぎます。「さ」
が何回も出てくるこの歌は、いろいろと応用できます。

っていくのは、かんたんなようで意外に難しいようです。うまく転が
ってもらえると、寝ている人はマッサージされた気分になります。
　道具を使わないで、みんなで楽しめる遊びに「人間ちえの輪」があ
ります。両手をつないだまま、つないだ手の下をくぐったり、またいだ
りして内側に向いていた輪が外側向きの輪になる遊びです。こんがら

　3 月 11 日の東日本大震災によって、たくさんの人が避
難生活をおくらなければならなくなったり、多くの工場
が被災してものが作れなくなったり、節電のために営業
時間を短縮しなければならなくなったり、社会全体が〈元
気〉を失いかけています。こんなときにこそ、子どもた
ちの〈元気〉が社会全体のエネルギーとなって、明日へ
の力へとつながるのではないでしょうか。

　子どもたちの〈元気〉のもとは〈あそび〉。夢中になっ
て遊ぶことで、気持ちをリフレッシュ。元気をとりもど
します。大きな声をだして遊ぶだけで、気分がすっきり
することもあります。道具がなくても、特別な場所でな
くても、仲間さえいればいろいろな〈あそび〉ができま
す。〈元気〉に遊ぶことが、つぎの〈元気〉を生み出して、
周りの大人も〈元気〉になります。

〈あそび〉で元
気 子どもの〈元気〉が明日への力

子どもたちの豊かな表情が、みんなの〈元気〉に

手や指を使った〈あそび〉もたくさんあります
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ウ〜ンと背のびするだけでもすっきりした気分に

大人が〈あそび〉のきっかけを

避難生活を送っている子どもたちとご家族
約 50人といっしょに、5ひきの大きなこ
いのぼりをあげました。「こいのぼりがい
っぱい」の完成です。先頭の吹き流しには、
〔こどもの城〕に来館したみなさんから、
東日本大震災で被害にあわれたみなさんへ
の応援メッセージが書き込まれています。
　100ぴきになったこいのぼりは、みんな
の〈元気〉をもらって、被災者のみなさん
が一日でも早く元気になれるようにと、5
月 29日まであがっています。
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　東日本大震災に被災されたみなさ
まに、心からお見舞い申し上げます。
　〔こどもの城〕では、子どものケア
支援活動、救援物資の協力、チャリ
ティーコンサートの開催などを行っ
ています（2面参照）。これからも、
さまざまな形で支援活動を行ってい
く予定です。

指の数（合計）をあてるゲームで
す。あたったら手をひっこめます。
はやく両手をひっこめられた人が
勝ちです。「いっせーの、せ」とか、
「ちっちのち」とか、いろいろな
呼び方があります。合図が遊びの
名前になっているようです。
　手や指を使った遊びはたくさん
あります。お父さんお母さんの世
代、おじいちゃんおばあちゃんの
世代では、ちがう遊び方をしてい
たかもしれません。名前はちがっ

ても、同じ遊びだったということもあるかもしれません。世代間で情
報を交換するとおもしろいかもしれません。
　私鉄沿線のふみ切りが近くにある公園で、子どもたちがしていた鬼
ごっこは、ふみ切りの警報音がなるたびに、事前に決めた順番で鬼が
こうたいするというものでした。チンチンチンという、ふみ切りの音を
遊びに生かしたのです。

がいの手首をにぎりあってひっぱ
りっこをする「人間つな引き」や、
うつぶせに寝ている相手をひっく
りかえす「かめおこし」など、い
ろいろな遊びがあります。
　うつぶせに寝ている人の上を、
ローラーのようにまっすぐに体を
のばして、足先から頭の上までこ
ろがっていく遊びもあります。で
こぼこした体の上をまっすぐ転が

がった形をほどいて
もらう、同じ形にな
ってもらうなどとア
レンジすることもで
きます。
　両手をつなぐと、
こんな遊びもできま
す。両手をつないで
並び、つないだ自分
の右手を右足でまた
いで、またの下で後
ろの人とつながりま

す。そのまま歩いてもおもしろいし、最後尾の人から順に手をつない
だまま前の人のまたをくぐって、もとの両手をつないだ形にもどる遊
び方もあります。全員の協力が必要。全身を使う運動になります。

えば、さらにバラエティにとんだ〈あそび〉が楽しめます。“ おもしろ
そう ”という気持ちを大切にして、知恵と工夫をはたらかせるのです。
　子どもたちがリフレッシュして〈元気〉をとりもどすためには、大人
が〈あそび〉のきっかけを作ることが必要かもしれません。子どもた

ちは〈あそび〉をとおして仲間と
ふれあい、人と人とのつながりを
確かめることもできます。



◇遊びの実技研修
不思議な映像実験室／手作り楽器のワークシ
ョップ／打楽器で遊ぶワークショップ／想像
遊びのワークショップ／人形遊びのワークシ
ョップ／パソコン遊びのワークショップ／レ
クリエーションゲーム大会の演出プラン／造
形ワークショップ

平成 23 年（2011 年）5月 1日 第 229 号（2）こ　　　　ど　　　　も　　　　の　　　　城　　　　ニ　　　　ュ　　　　ー　　　　ス

ょに　うきうき！おんがくあそび！／親子で
遊ぶ パペットランド／ぽかぽか広場－乳幼児
と親のための交流広場－

◇幼児や学童を対象としたプログラム
（児童館や地域で活用できる遊びのプログラム）

身近な道具でスポーツあそび／「おにごっこ」
で楽しく体力づくり／ガドガドコンサート「お
んがくがスキ！」／絵本の読み語り「おはな
しコンサート」／竹の響き「アンクルンコン
サート」／アニメ・ワークショップ／写真ワ
ークショップ／こどもの城映画劇場／科学あ
そびにチャレンジ　音のふしぎ／みんなで遊
ぶ　パペットランド／レクリエーションゲー
ム大会「忍者マスター決定戦」／やってみよ
う！ パソコン遊びのプログラム

◇展示とワークショップ
（展示とワークショップのプログラム） 

造形ワークショップ展／お父さんの少年時代
／こども妖怪サミット

【児童厚生員やボランティアなどを対
象とした研修会】
◇子育て支援研修
つくって遊ぼう／小児保健の基礎と実際（食
生活について・健康管理と応急処置について・
発達と大人のかかわりについて）

各地の児童館や児童センターなど
を中心に、遊びのプログラムを紹介
する〈動くこどもの城〉を行ってい
ます。
　平成 23 年度の派遣プログラム
が決まりました。プログラムの詳細
と派遣申し込みについては、事務局
にお問い合わせください。

　〔 こ ど も の
城〕では、国の
助成を受けて

プレイホール（3 階）

Ｂスタジオ（4 階）

ボランティアプログラム

◆おもしろビデオ館（金曜日　14時45分〜）

◆つくってあそぼう！！！トコトコどうぶつ大集ＧＯ！
紙コップで “ トコトコ ” 動く人形を作ります。
5 月 22 日　14 時〜 16 時 30 分／地下 1 階　フリーホール

スクリーンに映し出された “ 映像 ” とふれあいな
がら遊びます。乳幼児親子対象。
5 月 13・27 日　13 時 45 分〜 14 時 15 分

◆なかよし映像広場

2 〜 4 歳くらいの幼児向け作品を選んで上映。“ お
はなし絵本 ” 作りのコーナーも。

《日本と世界の絵本〜日本と世界のお話をみくらべてみよう！！》
5 月 13 日　ジョーイの家出／もったいないばあさん
　　20 日　世界でいちばんすてきなたまご／ヤドカシ不動産
　　27 日　ごきげんなライオン／そのつもり

5 月 22 日
不思議な映像実験室　絵が動いてみえるおもちゃの展示とワークショップ

12 時 30 分〜 17 時

絵が動いて見えるおもちゃ（視覚がん具）の、さ
わって、見る展示とワークショップ。
ソーマトロープを作ろう（13時30分〜14時30分）／ぱた
ぱたアニメをつくろう（15時30分〜16時30分）
5 月 29 日
手作り楽器のワークショップ　かっこう笛

13 時 30 分〜 14 時、15 時 30 分〜 16 時

“ かっこう ” の鳴き声のような音がする笛を作りま
す。幼児から参加できます。時間内随時受け付け。

身の回りの “ ？ ” にせまる科学遊びのプログラム。
5 月 21 日　ゾートロープを作ろう
フィルムのような細長い紙に絵を描き、映画のルーツを体験。
5 月 22 日　不思議な動きのやじろべえ
バランスおもちゃ「やじろべえ」を作ります。

女性ボランティアによる人形劇、影絵、紙芝居の
上演。手遊び、歌遊びも。
5 月 18 日　紙芝居『まねっこともだち』
　　25 日　影絵『うたのアルバム』『おはなしかげえ』

●丸美屋食品ミュージカル「アニー」
▽ 4 月 23 日〜 5 月 8 日▽ S 席＝ 8,000 円、

青　山　劇　場

青 山 円 形 劇 場

■青山劇場　℡ 03-3797-5678　http://www.aoyama.org/

◆小学生ラボ（土・日曜日：月 1 回／ 13 時〜 16 時）

女性ボランティアと折り紙遊び。
5 月 12 日　わんわんひこうき
5 月 19 日　リボンひこうき
5 月 26 日　さかなつり

◆おりがみあそび広場（木曜日　14 時 30 分〜 15 時 30 分）

◆みんなのにこにこ広場（水曜日　15 時〜）

絵本のお話し会です。
5 月 8 日　14 時〜 14 時 30 分／ 5 階　保育室 2

◆絵本の読み語り

◆パネルであそぼう
パネルシアターでおはなし遊び。公演も。
5 月 22 日　13 時〜 14 時 30 分／地下 1 階　フリーホール

◆マックロー人形劇場
マックローと仲間たちのオリジナル人形劇。
5 月 22 日　15 時〜 15 時 30 分／地下 1 階　フリーホール

ボランティアとこま、みつうまなどの “ 昔遊び ”。
5 月 14 日　14 時／ 5 階　ふしぎが丘

◆土曜昔あそびの会

みんなで縄跳びやドッジボールなどで遊びます。
5 月 22 日　14 時〜 16 時／ 5 階　ふしぎが丘

◆日曜クラブ

おすすめ絵本をやさしく読み語り。
5 月 13・20・27 日　14 時／ 4 階　Ａスタジオ

◆絵本であそぼっ

音楽ロビー（4 階）
音楽の楽しさがいっぱいの音楽ロビー。曜日ごと
にさまざまなプログラムを行っています。

【毎　日】

【火曜日】

【水曜日】
【木曜日】

【金曜日】
【土曜日】

【日曜日・
　　祝日】

うたってハッピー（1 〜 3 回／日）

ストリートオルガンをやってみよう（1 〜 2 回／日）

みんなでライブ！（15 時）

ほんわかおんがくタイム（16 時 15 分）

すいようパチパチパーク（14 時 30 分）

木曜なかよし広場（13 時 45 分）

みんなの楽器屋さん（15 時）

うきうきタイム（16 時）

みかんちゃんズのオパオパサンバ！（14 時 15 分）

音楽あそびマーケット（13 時 30 分）

宅配！ミュージックボックス（14 時）

土曜日の不思議な映像実験室（15 時 30 分）

みんなであそぼう音楽広場（13 時 30 分／ 29 日はお休み）

めずらし楽器にチャレンジ（14 時／ 29 日は 14 時 15 分）

Oshiro Band ミニライブ
（14 時 45 分、16 時／ 29 日は 13 時 55 分、16 時）

大型の木製アスレチック「わくわくらんど」、ま
まごとなどが楽しめる「幼児コーナー」、「パソコ
ンルーム」、小１〜高３対象のゲームコーナー「小・
中学生コーナー」があります。

毎週交代で、いろいろなおもちゃが並びます。小
さい子から親子まで楽しめるコーナー。

◆金曜開店！あそびやさん（金曜日　開館時間中）

体育室・プール（地下 2 階）

5 月 7 日　ユニホック（14 時）／フライングディスク（16 時）
5 月 8 日　ドッジボール（14 時）／ユニホック（16 時）
5 月 21 日　サッカー（14 時）
5 月 22 日　サッカー（14 時）／ドッジボール（16 時）
5 月 28 日　ユニホック（14 時）
5 月 29 日　ユニホック（14 時）／フライングディスク（16 時）

※ 14・15 日は特別プログラムのためお休みです。

◆体育室の一般利用

5 月 7・14・21・28 日　テニス（小 4 〜）

垂直跳び・握力など 8 項目を測定。全国平均と比
較できます。利用料 100 円。15 日はお休み。
土曜日　14 時、15 時

日曜日・祝日　11 時、13 時、14 時、15 時、16 時

◆体力測定

25m の室内プール。利用料：幼児 100 円、小学生
〜 17 歳 200 円、大人 300 円。
日曜日・祝日　10 時 30 分〜 16 時 50 分

◆プール

5 月 14・21・28 日　ガムラン（小 3 〜）

◆ポコ・ア・ポコ土曜音楽倶楽部（土曜日　14時 30 分〜 15 時 20 分）

造形スタジオ（3階）

〜 5 月 5 日　こども歳時記「端午の節句」〜端午のはじきゴイ
5 月 6 〜 22 日　道と造形〜 S 字道（えすじみち）
5 月 24 日〜　道と造形〜つないで道

◆親子コーナー

自由に絵を描ける大きな白い壁「プレイングボー
ド」などで、親子で造形活動を楽しみます。

5 月 1・3 〜 5 日　こども歳時記「端午の節句」〜くるりコイ変化（へんげ）
（10 時〜 16 時／小 3 〜）

5 月 6 〜 8・14・15・21・22 日

道と造形〜コロコロさんぽ道（小 3 〜／ 6 〜 8 日は 10 時〜 16 時
30 分、14・15・21・22 日は 13 時 30 分〜 16 時 30 分）

5 月 28・29 日〜　道と造形〜竹カクカクロード
（小 3 〜／ 13 時 30 分〜 16 時）

◆クリエイティブコーナー（土・日曜日）

子育て応援プログラム

3 か月〜 1 歳 6 か月の乳幼児と保護者、これから
母親になる人のための子育て広場。保健師などの
専門スタッフも話の輪に加わって、情報を交換。
5 月 17・31 日、6 月 7・21 日／ 4 階　音楽ロビー

3 か月〜 2 歳 11 か月の乳幼児と保護者が安心し
て過ごせる広場です。子ども同士のふれあい、お
母さんの情報交換、親子遊びの紹介など。
5 月 24 日、6 月 14・28 日／ 4 階　音楽ロビーほか

◆ぽかぽか広場（火曜日：月 1 〜 2 回／ 11 時〜 14 時）

5月の〔こどもの城〕の活動から
□開館時間□
　火〜金曜日　12時30分〜17時30分
　土・日曜日・祝日　10時〜17時30分
□5月の休館日□　2・9~11・16・23・30日
　電話：03-3797-5666
　http://www.kodomono-shiro.jp
※ 5 月 8 日までは「ゴールデンウイーク（児童福祉
週間）特別期間」の特別プログラムです。

いろいろな素材と出会い、素材を生
かした造形遊びを紹介。

◆赤ちゃんサロン（火曜日：月 1 〜 2 回／ 11 時〜 14 時）

◆ビッグサタデー（土曜日／ 10 時 30 分〜 11 時 45 分）

平成 23 年度〈動くこどもの城〉プログラム

6 月 8日正午受け付け開始（体育事業部）チ ャ レ ン ジ キ ャ ン プ

“ 子育て支援 ” などをテーマにした
〔こどもの城〕の指導者向け講習会（平成 23 年度）

　こどもの城児童合唱団などが合
同で、東日本大震災チャリティー
公演「こどもたちからのサウンド

● Dance Exchange Program「DANCE-X 
11」Tokyo → Seoul → Montreal
▽ 5 月 8 〜 10 日▽ 3,500 円（当日＝ 4,000
円）　　　　　　　　（問）03–3797–5678 
● NYLON100℃ 36th SESSION 公演

「黒い十人の女〜 version100℃〜」
▽ 5 月 20 日〜 6 月 12 日▽ 6,900 円（学
生割引＝ 4,300 円）　（問）03–5485–8886 

A 席＝ 6,000 円　　　（問）0570–064–708
●ブロードウェイ・ミュージカル「スウィー
ニー・トッド」フリート街の悪魔の理髪師
▽ 5 月 14 日〜 6 月 5 日▽ S 席＝ 12,600 円、
A 席＝ 8,000 円　　　（問）03–3490–4949
●クーデンホーフ・ミツコ没後 70 年記念　ミュ
ージカル「MITSUKO」〜愛は国境を越えて〜
▽ 6 月 11 〜 29 日▽ SS 席＝ 15,000 円、S
席 ＝ 12,000 円、A 席 ＝ 9,000 円、B 席 ＝
6,000 円、C 席＝ 3,000 円

（問）0570–064–708

　第 47 回バンパー大会が、3 月
21 日にプレイホールで開かれま
した。小学生の部（小４〜６）と
中高生の部に分かれて熱戦を繰り
広げました。それぞれの部門に各
６人がエントリー。総当たりのリ
ーグ戦のあと、上位３人で決勝ト
ーナメントを行いました。
　大会の結果は、以下のとおり（敬

人形劇団による、“ 生の人形劇 ”。
5 月 29 日　劇団あゆたみ「赤ずきん」（人形劇）

◆おはなし人形広場（日曜日／祝日：月 1・２回／ 15 時）

5 月 26 日正午受け付け開始（体育事業部）ス ポ ー ツ キ ャ ン プ

6月 11日正午受け付け開始（事業企画部）ジュニア・アウトドア・スクール

〔こどもの城〕の
夏休みキャンプ
参加者募集
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ち び っ こ 冒 険 団 6月 1日正午受け付け開始（プレイ事業部）
日程＝ 7月 31日〜 8月 3日／場所＝埼玉県青
少年野外活動センター（宿舎泊・給食）／対象＝
小１〜３／定員＝70人／参加費＝ 39,000 円／
説明会＝7月 10日 14時〜 16時 30分（研修室）

日程＝8月 25〜 28日／場所＝東京YMCA山中
湖センター（宿舎泊・給食）／対象＝小１〜３
／定員＝45人／参加費＝ 48,000 円／説明会＝
7月 9日 16〜 17時（体育室）

日程＝ 7月 26〜 29日／場所＝ニュー・グリーンピ
ア津南（宿舎泊・給食）／対象＝小4〜中３／定員＝
30人／参加費＝48,000円／説明会＝6月 25日 16〜
17時（体育室）

□Aコース：日程＝8月 5〜 11日／対象＝小4〜中
３／参加費＝ 56,000 円　□ Bコース：日程＝ 8月 7
〜 11日／対象＝小４〜６／参加費＝46,000円
定員＝75人（A・Bコース合計）／場所＝国立花山青
少年自然の家南蔵王野営場（テント泊・自炊）／説明
会＝7月 10日 10〜 16時（研修室）

自然を “不思議だな ”と感じる低学年の子どもたちにこ
そ、〈自然のなかでの豊かな野遊び体験を〉と考えてい
ます。宿舎泊の安心できる生活環境に身を置きつつ、ダ
イナミックな自然活動を楽しみます。

チャレンジプログラムやナイトプログラムでは、ヘトヘ
トになるけど、プログラムを成し遂げたときの満足感・
達成感は、すばらしい思い出に。ボランティアリーダー、
新しい仲間と一緒にキャビンで生活する４日間。

広い芝生の上やテニスコートで、思う存分さまざまなス
ポーツを楽しみます。全力を出した爽快感・充実感を体
験。自分の体の感覚やバランスを感じながら、体力的に
も精神的にも大きくなることをめざします。

大自然のなかで、異年齢の仲間とともに、自分たちの力
で生活を築いていくキャンプ。グループごとのさまざま
な “アクティビティー ”をとおし、生きていくことの喜
び、友だちの大切さ、自然の美しさに気づいていきます。
小４〜６対象のBコースも設けました。

保育室で使えるあそびのメニュー（実技）
楽しくあそべる造形のアイデア

親子で遊べるあそびのメニュー（実技）
家族をつなぐあそびのヒント

心とからだの健康　0.1.2 歳児
〜小児保健の基礎と実際〜

乳幼児期からの健康づくり
〜医学・栄養・運動の 3 点から〜

最新の医療から
〜食物アレルギーへの対応〜

乳幼児期の食生活の理解と対応
〜受講者の “ 食 ” の悩みに答えます〜

こどもの城小児保健セミナー
多様化する親子へのかかわり方〜話の聴き方・伝え方〜

「遊び」から理解する子どものこころの発達

日程：8月 27 日／対象：保育所・子育て支援センター・児童
館の保育士などで子どもや家族とかかわる人／定員：50 人
／料金：7,000 円／お問い合わせ・お申し込み：保育研究開
発部（03-3797-5669）

行事の時に、家族と家族をつなぐ遊
びのヒントを紹介。
日程：9月 17 日／対象：保育所・子育て支援センター・児童
館の保育士などで子どもや家族とかかわる人／定員：50 人
／料金：7,000 円／お問い合わせ・お申し込み：保育研究開
発部（03-3797-5669）

0 〜 2 歳児の健康・食生活・発達など
について実践的に講義。
対象：保育所・子育て支援センター・児童館などで乳幼児に
かかわる人／お問い合わせ・お申し込み：小児保健部（03-
3797-5667）
①日程：6月 25 日／定員：50 人／料金：7,000 円
②日程：平成 24 年 2月 24・25 日（2日間）／定員：50 人／料
金：13,000 円

乳幼児期の食生活の基礎と、現場で
聞かれる質問への受け答え中心に。
日程：10 月 15 日／対象：保育所・子育て支援センター・児
童館などで乳幼児にかかわる人／定員：30 人／料金：5,000
円／お問い合わせ・お申し込み：小児保健部（03-3797-5667）

最新の情報をもとに、アドバイスの
方法などを分かりやすく解説。
日程：7月 30 日／対象：保育所・子育て支援センター・児童

よい生活習慣は乳幼児期からの取り
組みが大切。食育や運動実技など。
日程：7月 8日／対象：保育所・子育て支援センター・児童館
などで乳幼児にかかわる人／定員：30 人／料金：7,000 円／
お問い合わせ・お申し込み：小児保健部（03-3797-5667）

3 人の専門家が、親子の理解の深め
方やかかわり方について講義。
日程：11 月 26 日／対象：保育所・子育て支援センター・児
童館などで乳幼児にかかわる人／定員：100 人／料金：7,000
円／お問い合わせ・お申し込み：小児保健部（03-3797-5667）

心のありようが現れる、子どもの遊
びや行動の意味などを学びます。
日程：12 月 11 日／対象：保育所・子育て支援センター・児
童館などで乳幼児にかかわる人／定員：30 人／料金：5,000

子どもの虐待への対応
〜親子支援に向けて〜

虐待の現状を学ぶとともに、ネグレ
クトなどの事例への対処を検討。
日程：平成 24 年 3月 11 日／対象：保育所・子育て支援セン
ター・児童館などで乳幼児にかかわる人／定員：50 人／料金：
5,000 円／お問い合わせ・お申し込み：小児保健部（03-
3797-5667）

館などで乳幼児にかかわる人／定員：30 人／料金：5,000 円
／お問い合わせ・お申し込み：小児保健部（03-3797-5667）

円／お問い合わせ・お申し込み：小児保健部（03-3797-5667）

【子どもとその家族を対象とした活動
の実践】児童館などを訪れる子どもと
その家族が対象。あわせて、児童厚生
員や地域のボランティアなどを対象と
した研修会を行います。
◇乳幼児とその家族を対象としたプログラム

（乳幼児とその家族のための活動や居場所作り）

お母さんと赤ちゃんのすくすくスキンシップ
／親子ふれあい体操 “1・2・3” ／親子いっし

　「児童館の活動をより活性化する
ために、〈動くこどもの城〉がお役
に立てればと思います。派遣スタッ
フの経費などは、〔こどもの城〕で
負担します。東日本大震災にあわ
れた地域のみなさんにも、ご活用
いただけるとさいわいです」と事
務局。プログラムの詳細、申し込
み方法などは、事務局へお問い合
わせください。

【〈動くこどもの城〉事務局】
〒 150-0001　 東 京 都 渋 谷 区 神 宮 前
5-53-1　こどもの城事業本部「動くこ
どもの城」事務局
電話：03-3797-5668
ファクス：03-3797-5676
E-mail：ugoku@kodomono-shiro.jp

乳幼児と家族、幼児、学童など幅広く対応

◆こどもの城アドベンチャー
伝説の海賊をめざそう！！〜アズール海の大冒険〜

館内を回る、ウオークラリー形式のゲーム。
5 月 21 日　14 時〜 16 時 30 分／ 4 階　カラー階段

　国内唯一の写真と映像の専門美
術館である東京都写真美術館（恵
比寿ガーデンプレイス内）の全面
的な協力を得て、今月号から、新
シリーズ第 2 弾「写真っておもし

ろい」（1 面）が始まります。
　東京都写真美術館所蔵作品のな
かから選んだ写真にあわせて、〈写
真〉のおもしろさをいろいろな角
度から伝えていきます。
　「きょうも ちゃぷちゃぷ うみの
なか」と交互に掲載していきます。

「写真っておもしろい」
新シリーズ第 2 弾がスタート（1 面）

称略）。
□小学生の部□優勝：赤石旺之（小

６）／準優勝：勅使河原未来（小５）
／第３位：岩城正珠（小６）
□中高生の部□優勝：中尾一規（中
３）／準優勝：石川諒（高３）／
第３位：飯村萌実（中１）

　避難している幼児から中学生ま
での子どもたち約 60 人のために、
遊びのプログラムを提供してもら
えないかという要請を受けて、〔こ
どもの城〕のスタッフとボランテ
ィア計 4 人が 4 月 2・3 日に国立
那須甲子青少年自然の家（福島県）
を訪れました。毎年野外活動で利
用している施設で、何かできるこ
とはないかと連絡をとったところ
遊びのプログラムの提供を要請さ
れました。
　2 日は、子どもたちのための「な
すかしクラブ」の時間にあわせて、
持っていった缶ごま、紙相撲、折
り紙、どうぶつ将棋などで遊びま
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　交流のある「岩手こどもの森」

第 47 回バンパー大会開く
赤石さん（小学生の部）、中尾さん（中高生の部）が優勝

　〔こどもの城〕の音楽講座の発表
会「ドキドキッズオンステージ」の

「三味線三昧」（3 月 20 日／ B ス

ドキドキッズ
オンステージ

集まれ！サンバ・フェスティバル三味線三昧

タジオ）、「集まれ！サンバ・フェ
スティバル」（21 日／音楽ロビー）
が行われ、子どもたちが元気に練

習の成果を披露しました。11 日
に発生した東日本大震災の影響で
13 日に予定していた「インドネシ
ア ジャワ島のガムランコンサー
ト」は中止になりました。

「ドキドキッズオンステージ〜三味線三昧」
「同〜集まれ！サンバ・フェスティバル」開く

した。3 月 12・13 日に青山円形
劇場で予定していた公演を振り替
えたものです。
　こどもの城児童合唱団は、平成
19 年の夏合宿で岩手県を訪れて、
岩手の子どもたちと〈歌＝音楽〉

をとおして交流
してきました。
被災した子ども
たちへ “ エール ”
を送るために、
チャリティー公
演として開催。
売り上げの一部
を義援金として

寄付しました。
　コンサートには、「こどもの城
児童合唱団」のほか「合唱講座」「混
声合唱団」「みんなで楽しいリトミ
ック」「おんがく大好きミュージッ
クパーク〜ダウン症児のための楽
しいリトミック」の子どもたち、
総勢 290 人が出演しました。

　〈歌＝音楽〉をとおして全国の子
どもたちと交流している「こども
の城児童合唱団」。訪れたことの
ある岩手県の子どもたちのために
と、音楽講座の子どもたちによび
かけて文房具などの支援物資を集
め、3 月 31 日に大船渡市立末崎
小学校に送りました。

から、岩手県内の避難
所などをまわる移動児
童館のスタートに伴
い、トランプやお絵か
きに使えるもの、折り
紙や絵本・児童書など
の提供要請があり、職
員を中心に支援物資を
集め、4 月 2 日に送り
出しました。

した。3 日の「なすかしクラブ」は、
他団体のボランティアと一緒に
“ 縁日 ” となりました。〔こどもの
城〕チームは、紙コップで作るパ
クパク人形、クイズに答えるとお
菓子がもらえる「スナックより道」
などの遊び屋台を開店。大人も参

加して遊びを楽しみました。親や
大人も一緒に遊べる環境を作るこ
とで、子どもたちも安心して遊べ
たようです。持っていった遊具の
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スポーツあそびフェスティバル

バブバブベビータウン

迷路であそぼう〜めいろにメロメロ〜 こどもの城映画劇場 みんなでハジけてベベンのベン！

ダンダンチャレダン大集合！

やってみよう！つくってみよう！
〜あの道　この道　どんな道？〜

こどもの城児童合唱団が 4 月 10 日にチャリティーコンサート開く
歌をとおして被災地のみなさんに “ エール ” おくる

文房具などを集めて被災地へ
「岩手こどもの森」へも支援物資

野外活動でお世話になっている那須甲子青少年自然の家へ

一時避難の子どもたちに〈あそび〉をプレゼント

一部は、みんなで遊べ
るように、現地に残し
てきました。

メッセージ〜たくさん
の一歩〜」を 4 月 10
日に青山劇場で行いま

〔こどもの城〕も
震災復興を支援


